第5回　宗像市市民文化・芸術活動審議会

会　議　議　事　録（要点筆記）
	日　　　　時
	平成28年5月31日（火）9:00-12:30

	会　　　　場
	市役所301会議室

	出席者
	委　員
	☑古賀　☑河窪　☑原　☑大澤　☑牟田　☑有馬　

	
	事務局
	☑磯部　☑大塚　☑渕上　☑白木（文化財）


※電車遅延により古賀会長・大澤委員が１０時に到着したため

　１．会長あいさつ、２．委員・事務局自己紹介は、３・審議事項の後に行った

１．会長あいさつ
【委員Ａ】JRの車両の不具合により、電車が遅延しご迷惑をかけた。新年度第１回は補助金審査だったが、これから皆様とさまざまなことを進めていかないといけないと思うので、よろしくお願いしたい。のちほど紹介もあると思うが、新たに有馬委員にもご参加いただいているが、一緒に協力しながら進めていきたいと思う。
２．委員・事務局自己紹介

【事務局】木部委員が人事異動により、日の里西小学校から他市の小学校に転勤された。今年度から新たに日の里西小学校校長に赴任された有馬委員に審議会に参加していただく。

≪各自自己紹介≫
３．審議事項
　（１）副会長選任

　　【委員Ａ】自薦・他薦はあるか。特にないようであれば、事務局にお願いしたい。
　　【事務局】特にご意見がないようなので、事務局からご提案する。古賀会長が市外を中心に活動されているため、市内を中心に活動されている原委員に副会長をお願いしたいと考えているがどうか。

　　【審議会】承認
　
　（２）平成２８年度文化芸術活動事業補助金審査

　　　①審査方法

　　　≪別紙資料にもとづき説明≫
　　　②補助金審査（質疑応答部分）※審査結果は別紙のとおり（H28採択一覧）
　　　≪①M BOX≫

　　　【委員Ｂ】お話し会の参加実績を教えてほしい。

　　　【団　体】夏休みには１０組程度の親子、それ以外は３～５組の親子と地域の方が３～４名が来る。

　　　【委員Ｂ】どのような方が来るのか。

　　　【団　体】近所の方や赤間地区や自由ヶ丘地区のコミュニティ・センターにポスターを掲示しているので、それを見て来る方や、人づてで聞いて来る方もいる。

　　　　　　　　また、ピアノ教室の生徒の知り合いの方や長期休みになるとその兄弟も来る。おおよそ３０人程度にご参加いただいている。
　　　【委員Ｃ】次年度以降の事業計画について教えてほしい。
　　　【団　体】今年の予定としては、２ヶ月に１度「昼下がりのひとときコンサート」を開催する。資料に計画を記載している。

　　　【委員Ｃ】幼稚園・保育園、福祉施設での公演は、予定でなくこれからの希望ということでいいか。

　　　【団　体】はい。

　　　【委員Ｄ】予算書を拝見すると、報償費がかなりの比重を占めている。補助期間は今年度を含めて残り２年あるが、その後の報償費をどのような形で捻出するのか。また、申請書の概要・目的部分に若手の人材育成とあるが、具体的な取り組みを教えてほしい。
　　　【団　体】まず費用面については「昼下がりのひとときコンサート」で入場料５００円を徴収しているが、この入場料はコスモス会のお菓子や飲料に充てているおり、報償費は補助金でまかなっている。今後は入場料を１，５００円程度に値上げしていく。若手の人材育成については、ここ１年で若手アーティストとのつながりを持つことができた。今後若手アーティストがメインのコンサートの準備している。ただ演奏をするのだけではなく、多くのお客様にお越しいただくために広報作成などにも関わってもらう予定。

　　　【委員Ｄ】具体的に若手アーティストはどういった方になるのか。

　　　【団　体】メインのアーティストではないが、大学時代の友人のお子さんに出演してもらうなど少しずつではあるが、若手アーティストにも関わってもらっている。

　　　【委員Ｅ】収入のうち会費については、７名の会員の年会費ということなのか。

　　　【団　体】年会費ではなく、不足部分を会員全員で補てんした。

　　　【委員Ｅ】将来的な団体の自立を踏まえ、今後の団体の資金はどのように計画されているか。

　　　【団　体】補助金をいただく前にすでに自宅のリフォームや照明など、ハード部分は整備している。今後必要となる運営費については、年会費をとっていきたい。
　　　【団　体】先ほどの若手の人材育成の補足だが、今年度宗像ミアーレ音楽祭に出演予定の若手アーティストにも声をかけている。

　　　【委員Ｂ】アーティストの方は、ほとんど宗像在住か。

　　　【団　体】一部市外の方もいるが、ほぼ宗像在住のアーティストである。

　　　　

　

　　≪②宗像少年少女劇団≫

　　【委員Ｆ】創立３０年近くになると、卒団生のこども、つまり２代目の団員もいるのではないか。

　　【団　体】ようやく卒団生のこども（年長児）が１人入団した。保護者もスタッフとして参加している。

　　【委員Ｂ】これだけの歴史があると、ＯＢ・ＯＧも多くいると思う。ＯＢ・ＯＧがまた劇団に戻ってくるような方策は持っているか。
　　【団　体】現在、卒団生で劇団に戻り、中心的な役割を担っている方が１名いる。昨年度までは５～６名の指導者がいたが、出産などにより継続性が不透明な部分があるため、、一昨年から公演の幕間でＯＢ・ＯＧの出演時間を設けたところ、一昨年は１０名、昨年は４０名に参加いただいた。これにより、ＯＢ・ＯＧの間でまた劇団を盛り上げようという機運が高まり、今年ボランティアスタッフとして５名参加してもらっている。今後も、ＯＢ・ＯＧとの関係を密にしながら、劇団運営を行っていきたい。

　　【委員Ｄ】再来年３０周年を迎えるとのことだが、今年度の補助金は３０周年に向けて活用するということではないと捉えてよいのか。

　　【団　体】毎年毎年の積み重ねだと考えている。今年度の補助金は今年度の事業に活用していく。これを３０周年へのステップとしていきたい。
　　【委員Ｄ】３０周年はまた新たな脚本ができるのか。

　　【団　体】はい。毎年新しい脚本を作成している。

　　【委員Ｄ】予算書の部分で、チケット収入の単価を教えてほしい。また年会費は何人分か。

　　【団　体】チケット単価は５００円である。年会費は兄弟割引の制度があるので、一概には言えないが、年間２万～２万５千円である。

　　【委員Ａ】先ほど指導者の部分でＯＢ・ＯＧの方もいるとのことだったが、この方々はプロなのか。

　　【団　体】プロの方もいる。ほとんどのスタッフがボランティアだが、２名のプロの方には報償費をお支払いしている。なかにはプロでもボランティアでご協力いただいている方もいる。

　　　【委員Ａ】事業費予算が９０万円で、そのうちの市の補助金が５０万円と半分以上を占めている。例年同規模で事業をされてきたと思うが、これまではこの補助金部分はどのようにまかなっていたのか。
　　　【団　体】過去に団員が１００名を超えていた時代があり、その時の団費や地域公演の謝礼金でストックしてきたものを切り崩してきた。一昨年の団員は２０名を切り、徐々に団費での調整が難しくなってきた。
　　　【委員Ａ】団員が減少してきた理由は何だと考えるか。
　　　【団　体】私自身は広告宣伝をしてこなかったからだと考えている。これまでは団員が１００名いたこともあり、その１００名が友人などにチケットを売れば席は埋まっていたが、団員数が減った時には、６００人入るホールの半分程度しか埋まらなかった。そこで、友人の口伝えだけでは難しいと気づいき、小学校などにチラシを配布した。チラシを見て初めて公演に来てくださる方も増えた。そして、公演を見て劇団に入団してくださる方が増えていると思う。今年は地域のフリーペーパーなどにも広告を掲載している。広範囲に宣伝することで、潜在的な需要を発掘することが重要だと思っている。

　　　【委員Ｄ】概要に近郊の小学校での公演と書いてあるが、すでに予定はあるのか。

　　　【団　体】例年だと、福津市の小学校から依頼がある。

　　　【委員Ｄ】宗像市内はないのか。

　　　【団　体】宗像市内の小学校でもぜひ公演したい。こどもたちの公演を小学生が見ると大変感動して、自分もしたいと思ってくれる。

　　  【委員Ｄ】ＰＲはしていないのか。

　　　【団　体】ホームページでは宣伝している。

　　　【委員Ｄ】文化スポーツ課に相談してはどうか。

　　　【委員Ｃ】切り崩してきたプール金は心細い状況か。
　　　【団　体】はい。

　　　
　　≪③吉武地域歴史・伝統文化保存振興会≫
　　　【委員Ｆ】予算書の収入部分で会費・寄付金・協賛金の内訳を教えてください。
　　　【団　体】今年は９４名の個人会員より２千円いただいている。また八所宮からの寄付金等がある。

　　　【委員Ｆ】通常、地域伝統行事において備品を購入するときに、地域の方から寄付金を募ることも多いと思うが、この寄付金と市の補助金の割合はどの程度が理想的だと思うか。
　　　【団　体】補助金の申請額（５０万円）は、今年度購入予定の装束等の経費に見合っていると思っている。
　　　【委員Ｄ】次世代への継承の取り組みについて、過去２年間補助を受けてこどもたちの参加状況に変化はあったか。また、補助終了後の次世代継承の取り組みについて何か考えているか。

　　　【団　体】最初は三集落のみで行っていたが、吉武地区全体に声を掛けている。また現在では、吉武小学校に通う他地区のこどもたちにも参加いただいている。こどものときから地域の伝統文化を知ってもらうことは大切だと思う。

　　　【委員Ｄ】浦安の舞は現在１５名ということだが、最初は１０名を切っていたかと思う。

　　　【団　体】指導者によると入りたいという子が増え、現在１５名だが今後も増えると思う。
　　　【委員Ｄ】吉武地区のみでなく、宗像市全体にも呼びかけする工夫が必要と思う。人材育成は大変ものなので、伝統文化の歴史や意義をこどもたちにしっかりと伝えていかなければいけないと思う。

　　　【団　体】我々も一番大切な部分と思っている。将来を担うのはこどもたちである。今後は情報発信にもより力を入れていかないといけない。
　　　【委員Ｃ】大名行列には浦安の舞の女の子が特例として参加しているが、それ以外の行列の担い手は男の子である。今後変えていくという事はないか。変えることは必ずしも伝統文化を壊すことにはならないと思う。
　　　【団　体】今後検討していく必要があると思う。

　　≪④鐘崎山笠保存振興会≫

　　　【委員Ｆ】担ぎ棒は何年間使用したのか。また、これまではどのような財源で交換してきたのか。

　　　【団　体】担ぎ棒は約１５年前に交換したと聞いている。財源は当時このような補助金がなかったため、鐘崎区の負担だった。また、鐘崎の漁が盛んだったことから鐘崎の６町も分担していたと思う。

　　　【委員Ｆ】担ぎ棒の交換について、地域で市の補助金でまかなうことがよいかどうか話し合いにはならなかったのか。

　　　【団　体】山笠の人形が毎年３９万円かかり、このうち鐘崎漁協から３０万円負担していただいていた。しかし宗像漁協と鐘崎漁協の合併に伴い、その額が１５万円になった。減額分は６区で分担している。今後この１５万円も保障される確証がない。今回も自己負担の２２万円については６区で協力しないといけないと話をしている。
　　　【委員Ｅ】担ぎ棒は１５年間使用したということだが、その間修理もあったと思う。今回は修理では対応できないため、申請されたということで理解してよいか。

　　　【団　体】この担ぎ棒は１本棒であり、両端を輪の金具で留めている。地元の大工に相談したところ、輪の金具で留めても応急措置にしかならないといわれた。山自体は１トン以上になり、仮に担いでいる途中で折れたとなれば危険かつ五穀豊穣・大量祈願の縁起物でもあるため、修理では対応できないと考えた。また、この山笠は激しく揺するため購入したい。
　　　【委員Ｄ】今は６区で運営されているとのことだが、担ぎ手は十分にいらっしゃるのか。また、今後担ぎ手が少なくなった場合は岬地区全体に協力を要請するなどの対策は考えているか。

　　　【団　体】これまでは基本的に当番区が担ぎ手を出していた。しかし、担ぎ手が少なくなっているため、６区がそれぞれ５人の担ぎ手を出すことになっている。

　　　【委員Ｄ】田熊山笠も担ぎ手が少なく、宗像サニックスブルースに協力してもらっている。このように今後の展望も考えないといけないと思う。

　　　【団　体】現在６区が交代で当番をしているが、今後は２区合同で当番することも考えている。６年前に玄海東小学校の行事の一環として、全校生徒に参加してもらえるようになった。そのため昨年は補助金を活用して児童用の法被を製作した。
　　　【委員Ｃ】今後企業から協賛金を募ることも考えているか。

　　　【団　体】鐘崎区は漁師が多いが、今後もこのようなことも考えていかないといけない。

　　　【委員Ａ】見積りは１者からとっているが、いつもこの業者にお願いしているのか。
　　　【団　体】山笠の台については、いつもお願いしている地元の業者がおり、今回の担ぎ棒もここにお願いした。

　　　【委員Ａ】前回はどの業者にお願いしたかわかるか。

【団　体】事績が残っていない。

【委員Ａ】もしかしたら他の業者だとより費用を抑えられるかもしれない。

　　　【団　体】この山笠は特別なつくりであるので、山笠の内容や事情がわかっている地元の業者のほうがよいと考えている。
　（１）諮問について

　　≪磯部部長が諮問書を読み上げ古賀会長に手交（答申期限：９月３０日）≫
　　【事務局】補足となるが、このビジョンが本市における最初の文化政策の計画であったが、その後５年が経過したなかで、状況が大きく変わってきた。まず１つは市長の政策により「音楽があふれるまちづくり」が打ち出されたことがある。また、２０１９年のラグビーワールドカップ、２０２０年のオリンピック・パラリンピックという大きな国際大会が開催されるなかで、本市はキャンプ地誘致を行っている。文化芸術分野でもレガシーを残していかないといけない。この視点も盛り込んだ見直しをしていただきたい。

　　
（２）審議会の運営について

　　　①審議会の公開・傍聴

　　　【事務局】審議会の公開・傍聴については、当市の市民参画条例のなかで、審議は原則として公開となっている。事務局としては公開したいと考えているがどうか。
　　　【審議会】公開することに決定
　　　②議事録の作成

　　　【事務局】議事録についても同条例で、３つの方法があり、(1)　発言者が発言した全てを記録する方法、(2)発言者の発言ごとに当該発言の要点を記録する方法、(3)会議内容の要点を記録する方法であるが、これまでは(2)の方法をとっていた。今後も(2)の方法で議事録を作成したいがよろしいか。
　　　【審議会】(2)発言者の発言ごとに当該発言の要点を記録する方法に決定
　　　【事務局】議事録を公開する際は、委員の氏名は伏せさせていただく。
５．その他
　（１）平成２８年度文化芸術活動事業補助金２次募集について
　【事務局】平成２８年度予算額が3,000,000円に対し、今回の申請額が1,772,000円であった。よって予算残見込額は1,228,000円となるため、市としては７月１日号広報紙にて２次募集を行いたいがよろしいか。
　【審議会】承認
　（２）その他
　【事務局】次回日程について、６月２８日を予定させていただいていたが、有馬委員の
　　　　　　ご都合がよくないとお聞きしている。しかしながら、日程調整でみなさまにお伺いした予定をみると、他の日程は難しいため、事前に有馬委員に意見をいただくということで、６月２８日に開催させていただきたい。

次回日程：平成２８年６月２８日（火）９：３０～１２：００　市役所２０１会議室
